


















なりたいと奉行所に願い出るという事件が起った。その事件の大筋は、「元文三年、大坂堀江の居船顕であ 勝浦屋(かつらや・桂屋)太郎兵衛の雇う沖船頭新七は、秋田より大坂へ米を運ぶ際に嵐に遭い難破。米や船 損害は、実際ははある一部で済んだにもかかわらず全損と詐称し、差額を太郎兵衛と分配する。後このことが発覚、新七は逃亡するも太郎兵衛は逮捕される。二年後、太郎兵衛の死刑執行が決定す 、太郎兵衛の実子四人(いち・まき・とく・初五郎)と養子一人(長太郎)とが、自分たちを身代わりとして処刑し 父を助命す よう奉行所に願い出る。当初奉行所は取り合 なかったが、尋問が行 われ 江戸に処遇を問 合わせる間処刑が延期される。その間に大嘗祭の特赦があり、太郎兵衛は減刑され 結果
的に子供たちの願いが叶う」 いうもので 。 のこと より、兄弟姉妹は、後に「元文の五孝子」と呼ばれた。
この事件は、後に森鴎外『最後の一句』の題材として取り上げられる。






















注、平凡社、一九七二年)、『摂津名所図会』 底本として『摂津名図会』(『名所図会叢刊』三・四・玉 秋里離島著、竹原春朝斎他画、新典社、一九八四年)、『官刻孝義録 底本として『官刻孝義録』(菅野則子校訂 東京堂出版、一九九九年)、『摂津名所図会大成』の底本として『浪速叢書』七・八巻(浪速叢書刊行会、一九二七年)、『一話一言』の底本として『大田南畝全集 (演回義一郎編 岩波書底九八五年)、『浪速人傑談 の底本として『続燕石十種』(水谷不倒朝倉無声編、国書刊行会、一九
O
八年)、円近世孝子伝』の底本として












































- ・ 」 ・ ・ ・ ・
太郎兵衛にむかひて:罪おそろしけれど、かく一夜に入り、太郎兵衛が許に至り、罪健一太郎兵衛にひそかに申ゃう、此度海一犯罪の事一犯罪ことはからひぬとて、金そこばくとり出で、これおさ しけれどかく計ひぬ、と金許多く取出 上にて難風の次第、津々浦々迄も存一ありて
5 
辰のとしのことにゃありけん、新七におほせ 、一年、新七に仰せて、出羽の秋田へ行 然るに去る辰の年にや新七に申付、出羽の秋田へゆきて、人の米そこばくつみて運賃一て、米穀許多積て、運賃取て浪花にか 出羽園秋田へゆく人の方より米を多とりて大阪に騎らん するに、風あし 舟そこな一へらんと る 、暴風波澗を挙て、船一く積て運賃をとり大坂へ登るとき、ひて、よ』としてたすかる事あり、新七思ふやう一を大洋 漂はしめ、措を折 揖を砕く、一海上にて風荒くして船も損じけれど幸に米おほく残りたり、ありのま』にせば米ぬし一辛じて助る事を得たり 新七思ふに、 も、漸に助命して大坂 踊る 、へつぐなひ 舟つくらふなど費おほかるべしとて 一此度の難船十死を出て一生を得 帰れ一七は今幸ひに米も多くいまだ残れ米みなうしなひたるやうにはかりなして、窃にう一り、猶幸に米多く残れりと云ども、是一り、有憧にせば米主へつ のひ可申りて金子にこ らへ、船をば水船にして大阪にか一人の知るにあらず、有し憧にせば 米一所詮残らず破船 分にせんと、残米へりて、一主 贈ひ 船をも補ふなど、費多 る一を潜 責はらひ、金子に て船をば
ベし、と米皆海底にしづみたる様に謀一水船にして大坂へ障り、なし、密に金銀に換へ、船をぱ水船にして、浪花 帰りて、
ありて
めいれよといふ、太郎兵衛ひがことするなと見つ一て、是納めいれよ、と云、僻が事する一じたる事なれば、かやうに計らひた』、金に心やうつりけん、あなかしこ人にもらす一とは知れど、もと り揚震が賢にあら一りとて、右の金子を出し渡しければ、なとて ふかくかくして、さて人をやりて水船を一ざれば、深夜知る者なしと思ひ、穴か一太郎兵衛是は邪なる事とは思ひながもうりて よろづ其浦遁の法にまかせて事すみぬ、 しこ、人に洩すな、 て深く隠し、拐、一ら、嘗然の金子に心ひかれて、必々
人をやりて水船をも売て、万其地の公一人にもらす事なかれと深くかくし、法に任せて事済ぬ、一拐人 遣し彼水船をも費挽ひ、其浦
の法にまかせて事漕けり、


















一に、あすなんさらしものになるよ、きららるべき一しさに、翌なん卑者に成よし、斬ベ一父の噂の閉まほしくおもふ折から、一よなどいひわたるを、廿二日になんき』つけたり、 き、なぞと云を、廿二日なん聞付て、一さる者ありて来る幾日切らるべき也一あねはことさらにもの もくはず、夜に入てもつ一いちは殊更食を忘れ、夜に入て猶眠る一といふ沙汰を間ゆへ、能々尋聞ば父一や/¥めをもあはさで、ためいきふきてひとりご一事あたはず、長く嘆息して独語す、官一の事なりと廿三日に聞出したり、姉一とすなるを、母も三人の子もよくいねたり、おま一 三人の子も熟睡したり、まきなん開一いちは殊さら食をもくはづ終夜ね入一きなん聞と て、 ねご、やよ、われ かなしく一とめて、姉女やよ、われも悲しくて陸一りもせずため息して濁言をいふに、一てねむらずといふ あねき』て さらばものいは一られず、と云、姉聞て さらば物言は一母と三人の子共はよくねいりたり- 主 まめ一
叩一んとて、耳もとによりて、父の心つねにはまめし一ん、とて耳元によりて、父之心常に実し一妹のまつ是をき』、姉さま私もいね
一くて、神傍にもよくつかへたまふに 今か』るつ一く 神仏にも能っかへ給ふに 今か一られず悲しさといふ、姉さあらばも一みおかし給ふ事、ひとへにわれらを世 あらせててる罪を犯 給ふ事、偏に我等を 世一の云んとて耳元へよ 父 罪を犯し--)本ノママ一などのまよひなるべし、さればわれらが のちを一にあらせて ぞの惑なるべし、され 給ふも我々を養 んため也、然らば一さ』げて、父の身がはりにた』んといふ事を、お一ば 我等が命捧て父の身代りに 』ん 今度父の命に代ら 事を御奉行所へ一ほやけにねがひ奉らんはいか 、長太はやしなひ一と云事 願ひ奉らん、いかに、長太一願ひ奉らん、長太郎は養子なり、男一子なりをとこなり、とどめお て父母のはごくみ一郎は養ひ子なり、男子 り、 ゾめ置一な ばとめ置父母の ひをさせん一させん、おと 初五はいはけなし のこりでせん て父母のはごくみさ ん、と 初五一初五郎は未だ幼ければ残し も詮一なし、われらにしたがはしめんと 、ゃをらふた 郎はいとけなし、残て詮なし、我に従 し に随はし と 頓て起出りすべりいで』、燈をか』げて書けるやうは、一はしめんとて、ゃをら二人すベり出て、一て燈によりて書けるは、
燈火をか』げて書ける様は、
親の代りに子ども五人と申ながら長一五人の孝一五人の孝


































一あけの日、太田侯いながきのきみこのたちにあっ一翌日、司城之君東之正も、西之官舎に一廿四日備中守殿も美濃守殿館へ入り一まりたまふ、町をさ五人の のをつれて出る 、一集給ふ 町之長五人 者を連て出るに、 給びければ、則町の年寄五人の者召一庭上にはせめとはるべきため 道具 かざり、き一庭上には、荊鞭、鉄杖、紐械、柳鎖を一つれ召出べしと被仰付故、皆々召連一らぱ即きらんやうのありさまにて、其まへにか 一かざり並べ、斬らぱ則斬らんやうの有一れ出候慮 白洲にはせめとはるべき一こまらせて、なんぢらがねがひ無益 事なり、命一様にて 其前に脆居せしめ、汝が願更一道具をかざり さらばきらんづ有さ一かはらんといふも、ふた』び逢見てなどおもふベ一に益なき事なり、命にかはらんと云も まにて、其前にか こま せ、被仰
同一し、願のごとくすとも、まづなんぢらをせめころ一再会を思ふなるべ 、顕の知くすとも、 出には、汝等が願ひ無益の事也、身























四 一 と 、
りさまなり、長太いかにとのたまふに、おそれながらお れひ一長太郎はいかに、と宣ふに、恐ながら、一倍又長太郎はいか とあれば、乍恐とりのねがひもかきつけ候ぬとてさ』げ奉る、お一己独が願も書付候ひぬ、とて捧げ奉る、 私濁りの願書有之候とて差出しぬ、一や子のちぎり品かはり候へども、恩をうけたるに一親子の契、品こそ替り候へ、恩を受た一親子のたね違ひ候へ共其恩をうけた一かはりなし、其うへ母おやの身がはりならばをん一るにかはりなし、旦、母の身代 なら一るは同じ事にて、其上母の身代りな
m
一なごなるべし、ち』の にて候へば、長太郎一ば女子なるべし 父の代りにて候得ぱ らば女子なるべし、父の身代りにてがいのちめしあげられ候へとす〉み出たり、 く一長太郎が命召上られ候得、と進み出た一候へばこの長太郎が命を召とらるベ初五郎はいかにとのたまふに、徳は色うごき、初一り、とく、初五郎はいかに、と尋ね給一き事に侯と進み出たり、とくはいか
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この程のねがひあはれに聞こしめさる』ままに 一此程の願ひ、憐に聞しめさる』佳に、此程彼等が願ひ不便 れば江戸表へ江戸へうか立はせたまふほどに、父がいのちのべ一高く聞え昇せらる』程、父が命延らる一伺ひ申の問、父が命さし延られ牢合らるべしとて、らうごくへめしかへさる 子ども一ベし、とて牢獄へめし返さる、子供等、 へめしかへさる』子共ともまづノ¥ら先ありがたしとてかへりぬ、ことし未の年三月 有難しとて退出ぬ 年もか りて 三一難有そんじ奉るべきむねなれば、何一一日、又め いだされて、太郎兵衛つみ深しとい 月二日 又辞 され 太郎兵衛罪重し れも先難有存じ宿へ騎りぬ、かくてへども、大嘗舎の赦 し いのちをゆる て 北一 雄、今年大嘗会行わる』に付、大赦一元文四年三月二日 また候五人 が一南天満三郷おひはらはせらる』ぞ、非常の大罪、一として命を免して、浪速の地をはらは一ら召出され仰渡されけるは、太郎兵一なんぢらがねがひによりてゆるさるべきやうなけ一せらる非常の大罪、汝等が願ひにより一衛事死罪つみふかしといへども今年
n








一先四とせがほど逢見ざるべし、この後めぐりあは一先四年が程相見ざるべし、此後の逢遇一先四年が間父を見ざる也、此後めぐ一んも時あるべし、いとま乞させよとて、おほやけ一も亦時あらん、暇乞させよ、とて引遇一り逢ん時もあるべし、暇乞さすべし一の庭上にてひきあ さするに、おやは子をいだき、 するに、親は子を抱き、子は親を捧る一とて引あはするに 父は子をいだき、一子はおやをさ』ぐるやうにして、うれ なきにな一やうにして、歓喜之涙沙上に涼をなし一子は父をさ』ぐる様にして嬉し泣き
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之を元文て」れを元の五孝子一文の玉孝と 賞 す 。
お一けたるも見、人に語たるもき』、おほやけにて見一梅園雑話と云書に載たるを、すこしも一たるを乞求めて
一聞したるなどいふよりもったへてしるしぬ、一増減せず写す処なり、ねがひをつかさどるものは、市まきふたりなり、一鳴呼、御仁政の厚きを仰ぐにあまり有、長太はやしなひ子なり、末ふたりはいはけなし、一本人の重科、かく釧刑に事定りしを、しかるを五孝子としるしたるはいかにと ふ人あ一孝子にめで』助命ある時は、御裁許をり、長太もとより同じ心に願ひたれば、かりの子一もどくの障りあり、依レ之、先制刑ののへだてなし、末ふたりが身にも あねの心ゆき一期を延引あり、翌年 大嘗会之大礼あわたりでしたがふめれば、あねの心のもの はぬ一らせらる』に依て 是に托して助命あなり、五人の人は誠をみつるう はもの』かずな一 しは、かしこ も有難き広大之御仁り、みて る誠はひとつなり、五孝子左いふ ま一沢、たれか是をあをがざるべけん乎、たむべならずや、一孝なる哉、五人の子 捨身 でかく釧
首に定まりし父の命を救べきは、天性の高徳にして、世にためしすくなき事どもなり、是元文三年戊午三月の事りし、是を浪花に於て、元文の五孝子と称して、其時の美談とせり、
てい主いこうしゅく

























































一と欺きけ 科によりて、元文三年十一せ と詳りしが終に其事設費し 逮一タリト欺キケル科ニヨリテ。元文三一うせたりと。欺きける科によりて。
一月に三日さらして獄門にかけるこへられ其獄三日の間市にさらして長一年十一月一一。三日サラシテ獄門ニカ一元文三年十一月 。三日さらして。きむね聞えしかは、一首といふに断定せしをケラルベキ旨。間エシカパ。一獄門にかけ るべきむね聞えしか
















































































りて父か死罪をなためられ重追放に一大嘗祭をもて大赦に逢ひ死一等を減一ニヨリテ 父ガ死罪ヲナダメラレ。一 によりて。父か死罪をなためら行はる、五人の者も事ゆへなくゆ 一せられ重追放となる重追放ニ行ハル。五人ノ者モ。事 れ。重き追放に行ハる。五人の者し賜 けりへナクユルシ賜ハリケリ。も事ゆえなく。ゆるし賜ハりけり。



























































































而して二女は云ふ『長太郎は一然して二女いふ、長太郎ハ養一何卒吾々を殺して父を助け養子に 義理あることなれ一子にして義理あることなれ一て被下る様に』と願ひましパ、吾等二人を殺して、父と一パ、吾等二人を殺して父と長 たが其内なる二人の女子の長太郎を助け給へ』と長太郎一太郎を助け給へと、長太郎日、 云ふには、而し長太郎は養は云ふ『私ハ養子にして父の一私ハ養子にして父の恩義も亦一子にて義理あ 者でありま恩義も亦格別なれば、私 一格別なり、私を殺して二人を一すから、私共二人を殺 て、して、二女と父を救け給へ』一助け給へ 、互 死を争ひ 一父と長太郎を助て給はるやと、互に死を争ふて止ざれば、一止まず、 うに』と申しました、する
































































至誠ノ致ス所大ナル哉、凡ソ一父は三人の孝行に今更なが人誠ナラザレパ事遂ゲ難シ 一ら其罪を耽ぢ深く感心し三見至誠ノ心、克ニ能ク父ノ一て、遂に善人に立ち障りま罪ヲロフ、孝子 心人ヲシテ一した 目出度し/¥。感賞ニ堪エザラシム
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米問屋を欺き候段、不時につき、新七太郎兵衛雨名召捕の上、吃度相罰すべきの所、新七事不周にも行衛を晦まし、前後三年の今日に至るも所在不明に候につき 先づ罪科分明なる太郎兵衡を慮罰し、来二十五日に斬罪に行ひ、其罪肢を訊され候もの也緯めき合って讃む人も、斬首と聞いては向として、わが首でも落されるかのやうに頚を縮めて足早に行き過ぎる、中にも何や彼やと耳語合ふ は齢程の物数奇か、乃至は閑 と見える。『怖いこツだすえな』
『ほんまに!太郎兵衛はんとは全檀何ツ方のお方はんやろな』『太郎兵衛はんはな、橘町の居船頭はんやがな』『はアさうか、偉いことしやはりましたな』中には橘町湿の者と見えて、商人らしいのが口を出す。『あんたはん、お知はら か、そら最う偉いこッとしてな、太郎兵衛はんがころりとならはると、後はほんまに気の毒なもんどす、十六歳が最長で子供はんが五人、お神はんと一緒にお預けに成って居やはるが、彼の人達はどないにな ますやろ、子供はんに科はおまへんがな』『ほんまに!お預けの身分なら斬首の事も知りまへんやろ』『罪の無いもんだす、子供 !父 は牢屋へ 客に行ったと思ってだす』出船入船、豊に風を苧 で浪速の浦の賑は、昔も今も大坂 劣らぬもので在った、西は長崎、東は堺の海の荒講を乗っ切った連中には、夙くも和蘭あたりの と舶を並べて淘に物騒な 聞が居た である、鎖国の夢 固のを習々と異国の風が襲ふの 、長崎 浦風や浪速 演風であった かて大坂言葉は羽二重で撫るやうだが肝玉は却々太い。革に堀江橘町に居船頭の太郎兵衛と云ふの 在った、頃 享保の末年、沖船頭の新七と云ふのを 羽 秋図へ遣って奥州米を積ませたが、途中 思はぬ暴風雨を喰らったので、板子一枚を量 上よりも平気な新七も 無惨や椅 麻幹のやうに折れ、口は屋根板よりも脆く砕けて 、五尺の身瞳最う海底の藻屑と覚悟を極めた である。『野郎共、狼狽るない、畳の上でも死ぬときにや誰でも死ぬわツ』一障の狂風、谷を捲いて木の葉は綾と織るやうに、船は議のまにまに探まれて居る。書って軍馬が敵陣を衝くやう 、 は巨溝 峯から坂落し かと思ふと谷底深く吸込れる、何の怨がある か新七が は鵬りに賜られて、沈まば沈め、死なば死ねと、生命は其虚へ投出し が 不思議や船は免あ
る浦に漂ひ着いたのである。死ぬ迄の覚悟の胸には神の姿が宿るが、借生るとなれば人は忽ち慾 化身となる、新七は問屋が許へ届ける筈の米は其憧賓飛して、水船を牽いて浪速へ踊って来た、而して人知れぬ夜の更た頃、親方太郎兵衛が瀬戸口から窃ツと道入って、黄金をずらりと行燈 光に輝し た 。『親方今度の暴風雨を喰つては助かったのが不思議なくれえ、米は沈んだと云へば怪む者もありますめえ、米の身代金が親方これだけだ、は』 』、費やした、其慮は如才もねえ新七、米はみんな費やした、序に彼の水船も一始末つけやせう、ま、これで良え歳でも取らせて貰うかい は』 』』日頃は正直な太郎兵衛だが 山吹の花の盛を見せつけられては とうとう慾にひかされて、之さへあれば女子供も い正月が出来ゃうと、慾の雨手で慾の懐へ掻ツ込んで、天は知らうが、地は悟らうが、薄痴鈍の人聞の知らう筈は無いと思ったのが、抑の誤謬 上意ッ、 撃に驚く聞に早や雨手は背後へ廻って終ひ、お白洲へ牽き出されて恐れ入った時に 、新七の姿は浪速の浦に見るこ は出来なかった、此罪に因って斬首の高札は建られたのである。
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. . . . . . . . . .  
・まきちゃん』
姉は傍から搭起すと、おまきは眼を醒してきょろきょろして居たが『あら、今のは夢でしたのね、まあ宜かったこと!』『まきちゃん、何か怖い夢でも御賢だツたの?』『え』、怖い夢!あのね、阿父さんが血 らけに成ってね:::』『あツ最ういや、まきちゃん止 て頂戴よ:::けどもね、阿父さんはお前の見た夢のやうにお成りな よ あなたの夢は正夢よ』『うそ!阿父さんはお赦免になると阿母さんが仰しゃッ わ』『それがね、まきちゃん』姉はいつしか起直って居る、行燈の火は油に餓て自ら絶えさうである。『さ、お起、姉さん拙たいことがあるのだから、寒くないやうにしてねおいちは寝衣の上へ衣服を羽織らせて、二人は薄聞い行燈の傍に膝を突合せ た 。『まきちゃん、確りおしょ、ね、阿父さんは二十五日にね』『お赦免になるのぢや無くって?』『ま、のん な、斬首ですよ 阿父さんはお前 斬首にお成りの すよ』『ほんと?え、う 首?』妹は惨憎たる夢を思ひ返して懐とする。『姉さんが何で嘘を云ひませう、廿五日にね、斬首になると云ふ高札が木津の川口に建てると聞きまし のぜ私最う情け無くってね、何父さん 日









おいちは之を懐に入れると、小さな二人を窃ツと喚起して表へ出たが、霜月末つ方の明方は白いものが結んで、四 の故宮は冷かに氷るのであった、表へは出たも の四人は奉行所へ行く途を知らない、詮方なく長太郎を喚起して案内に立たせたのである、彼は始めておいちゃおまきの決心 聞いて、是非共自分も其 一味に加へて呉と頼んだが、義理ある中 云ふので奈何しでも聞いてくれない、彼 道々決心の臓をかためた、義理ある中なればこそ猶も進んで命乞をせねばならな あれ見よ、長太郎 義理知ら
ち
ずが、命惜しさに四人の者を見殺しにすると云はれるのは残念だ、自分一人は一人で宜しい、別にお奉行様へお願ひしゃうと心を定めたのである。いつしか夜はあけた、五人の者は奉行所の門を叩いた。『お願のものでムります、お願のものでムります』『なんだ、お願ひだと、朝ツ原からお願も恐入るぜ』門番はぶつぶ 云って居る。『恐入りますがお願ひでムります』『うるせえな、まだ駄目だ』『それが大事のお願ひでムります』『おツと待ったり、娘の撃 、占め占め、出来助さんお願でムります、何が拙者にねがひなのか、お願と申 ますのは、私や郎君に:::なんツて来りや占め子の兎だ、はツくしよ:::酷え霜だな』無駄口をたたきながら門番は窓から見ると、五人 子供が寒さに震へて居る 。
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『おめえ達、まだ駄目だ、早えから又出直して来るが宜え』『それが火急のお願でムりますので、はい、どうも恐入りますが、人の生命に係はる一大事でムります』『人の生命と聞いちゃ捨置にもなるめえ、やれやれ困ったな、何が御訴朕でも持って来たかい、おっと諾々、比方へよこしねえ、可愛さうに寒いだらう、その小せいのは四歳か、五歳か:::六歳かい、感心にのう、ま待って居ねえ、俺が如何に してやるから』挨拶も聞かずに気軽な門番の顔は消えて了っ 、如何か知何かと 久しく
く
待?っちに漸ゃうお白洲へ呼出された『其方達、父の命に代らうとの願、殊勝な心がけぢやが、天下の御政道は寸分たりとも曲ることは相成らぬ、語々申すとも嘗奉行所ではお取上げに
は成り難い、罷り立てツ』お審理もなくして無情の言葉を浴せかけられては、おいちは泣より外にないのである、おまきは姉の背後に泣伏て居る、おとくや初太郎は唯怖いので顧へて居 。『お役人様、どうかお慈悲でムります、親の斬首になりますのを』『ならぬと申すのに』『子供が奈何して安閑と見て居られませう、親に貰った身程でムります』『相解って居る、ぢやが、ならぬ』『親に貰った身瞳を親に進ぜるのは不思議はムりませぬ、お慈悲にどうか』『くどい、それもの共 引き立ていツ』はッ、と云ふと棒で押立てやらうとす が ちおまきは、無慈悲な棒へ槌りついて『お慈悲でムります どうか御役人様、赦すと一言仰 ゃッて下さりませ、四人の者のお願ひでムります』『立てッ、立ちませう』荒らかに引たてると、お ちは其手に鎚って熱い涙をはら らと落す 女子の一心は涙と流れて奈何することも出来ない、この有様を見て 遣の役人も法律の柾られないのを心憂く思った。『さらば重ねて詮議して取らせう、先づ今日の所は退ったが宜い』仕方がないから役人も一時 がれの出鱈目を云ふ。『有り難うムります、何卒私共の生命をお取り下さるや 、 詮議を願はしうムります』『よい、よい、其方共の心の程は含み置く』『お役人様、 ムります』一時の間に合せと知らう筈はない、おいちゃおまきは嬉し涙を流して引下
った、残念ながら長太郎は命乞をすることが出来なかった。其日のこと、大坂城代は偶々奉行所へ立ち寄った、而して用事も終って閑談するうちに、今朝の情な物語を聞くと、飴りと云へば殊勝な心に動かされて、去らば明日呼出し、篤と其心底を吟味しゃう 云ふことに成った、其慮で明日太郎兵衛が子供、残 ず召連れ罷り出よと町長が許へ達してやると、薄々様子を聞いた町長は さて 子供達の民心が天に通じて、有り難い恩命に接する事かと、恐る恐る白洲へ出ると、これは又如何な事、罪人を責苦の道具は敷を蓋して怖ろしげに並べてあ 、あの線のある鞭で設矢と頬 打たれたら奈何であらう、黒く泊ぎった錨の棒で背を叩かれたら奈何であらう、あの太い縄で雨の手を縛られて、高い所へ吊上げられたら奈何であらう、重 首柳、重い口、これで責られたな 奈何であらうと、思はず身の毛もよだっゃうである。『太郎兵衛娘いち、まき、とく、伴初太郎、養子長太郎、町長同道にて罷出たか』
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あ る 。『その方共、上を上とも思はず強訴するとは不坪千高、定めし母親の入智悪であらう、不周ものめがツ』大きな替で荒肝を取挫がうとする、おいちは弦ぞ一生懸命である。『恐れながら、いち事申あげます、お言葉ではムりますが 母は少しも存じませず、唯私共の心から父親の生命に代らうと思ひまして、お手数 かけまして誠に恐入ります 』『こらッ、いち、上を詐るとは不屈ものぢや 白扶せねば白賦するやうにして白朕させ 見せるぞ』『どのやうに仰せられましでも、
はい、私共の生命は親に捧げましてムり
ます、如何やうな責苦に遇ひましでも厭ひませぬ、どうかお慈悲に父の生命をお赦し下さりますやう、はい、私共の生命はお公儀へ差上げます』『不届ものめ、責苦に遇はせるとは未だ申さぬのに、上を軽んずる今の口吻、拷問にかけても白朕させねばならぬ それツ』はッ、と云ふと鬼の手に鞭は取上げられた。『いち、父を赦す 赦さぬも、先づ其方を責殺してからぢや、それッ、郷て ツ 』設矢!うたうとすると長太郎は我を忘れて走り寄った。『お役人様、母親の命乞なら女子でも宜しうムりませうが、父親の身代は高望男の生命をお取り下さりませ、お慈悲でムります。『不持者め、其方は養子 分際ではないか』『はッ、申上げます、生の より育の親とか申します、義理知らずの長太郎と人に後指さされるのが情なうムります、お慈悲にどうか私の生命をお取り下さりませ』『左程に生命が捨たくぱ、其方の生命ばかりちゃないしわ、上を上とも思はぬ不局者、五人揃へて生命を取るぞ』『有り難うムります、親の身代りになりますなら、五人の生命は愚でムりま す 』『黙れ、太郎兵衛の罪は赦し難い、先づ其方達から責殺して父が命も打取るのぢや』それでは恰で犬死である、けれども最う斯うなれば詮方ない、情然 しておいちは頭を垂れた。『援所ムりませぬ、せめて島流のお慮刑位になりましたらとも思ひましたが、お公儀のお裁判とムりましては:::はい、私共の一生を日蔭者で過しませうよりは、せめて一慮に親の側でお殺し下さりませ、お慈悲でムりま
す、生耽を晒さうより、寧そ死んだがましでムります』之を聞くと城代の色は動いて来た、云って宜ければ、揃ひも揃って天晴な覚悟ぢや と褒めたであらう。『宜い、よい、最早責苦にも及ぶまい、追って沙汰するであらう、町長、蛇度其方に預けたぞ、退れツ』恐る恐る町長は五人を引連れて障ったが、薮を突ついて蛇を出すとは此事であらう、母も始終の様子を聞くと、世界 一時に聞く成ったやうに、他愛もなく袖を絞るのである、明れば二十五日、父の生命も今日 最後かと思へば母子は涙の扶を重ね合って、道行く人の噂に耳を欽てて居たが、又もや奉行所から罷り出よとの沙汰が在った、さては可愛 子供迄の生命も取られるのか、最う泣いても仕方がない 母はせめ わが娘が死顔の美はしかれよ心細くも彩った、全檀ならば十六歳のおいちが花嫁の姿を飾らん指先で、死にに く娘の後れ毛を掻上るとは こんな惨なことがあらうかと母の泣くのも無理はない、五人は鬼に急き立 られて白洲へ出た。『太郎兵衛が子供、みんな罷出 か、今日は其方達の父を斬首すべきの所、障る事があって嘗分延引と相成った、其方達も能くよく身 慎み 又の伸を相待つがよろしからう、さがれツ』張りつめた絃 、矢も放さないの 、ぷツつり切れたゃうである 然し一同は情の龍る奉行の言葉に一績 希望を繋いで居た。冬もくれて元文三年と成った、春は来ても母子が氷った胸は溶 由もない、父は奈何なるのであらう、子の行末は如何なるのであらう 涙のうち 靖生の霞が花をこめて蝶は闘々躍に迷うやうに成った 三月二日、奉行所から又もや呼出があった、如何なる仰を聞くものかと町長同道 罷り出ると『此度大嘗舎を行はせらる』に付、 の罪は重しと雄も、特に死を減じて浪速の地をぱ捕はせらる、汝等が願の筋によって赦 べき筈
- 124 -
ないが、上に於せられでも亦不偶に思召さる、今後四年が程は父子相見るの機も無いであらう、少時白洲に於て名残を惜むが宜い、子供等が上にはお構ひなし、比後とても町内にて随分とロはり取らせ、それそれ身の立つやうに計らうが宜い、上の御情け、有り難く受けるが宜しからう』鳴呼、仁政 有り難さよ 四年が程の牢屋住ひに婁れた父は九死を赦されて、父子諸共、喜の涙を流した である。
おさなくて父を救ひしいさほしは
千とせの後も朽せざるらん
元文の五孝子とて浪速 名高かったのは之である。
政
回
義
彦
(台湾・明道大学助理教授)
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